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農業水産振興課普及グループの取り組み 

 農業水産振興課普及グループでは、有田地域の現状と将来の方向性を見据え、地域の課題解決に向けて
普及指導計画を策定し、計画に基づいた取り組みを行っています。 

■重点プロジェクト「有田みかん産地の活性化」（Ｈ２７～Ｈ２９）      

【モデル共選の育成】 対象：マル賢共選 
 

 ○‘きゅうき’の適地導入を進めるための取り組み  ○高品質果実の安定生産に向けた取り組み 

  ・高接ぎ樹の果実肥大・品質調査          ・浮皮軽減技術実証園の設置と検討会の開催 

  ・実証園の設置（改植６園地）と苗木の生育調査   ・後期摘果技術研修会の実施 

  ・現地研修会（幼木の生育状況を確認）          

                          ○担い手育成に対応した体制づくり 

 ○将来ビジョンをもつ組織モデルの育成            ・新たな担い手の確保・育成に向けた検討会 

  ・法人化に関する研修会の開催           ・アグリビギナー研修会の開催 

  ・将来ビジョンの作成に向けた検討会の開催      （摘果、せん定、苗木定植、農業簿記） 

                            ・優良農地の維持（担い手への利用集積） 
 
 今後ともＪＡありだ、果樹試験場と連携してこれらの対策に取り組みます。 

「きゅうき検討会」 「現地研修会」 「アグリビギナー研修」 

課長あいさつ 

 平成２８年４月１日付け人事異動で有田振興局農業水産振興課に配属になりました竹中と申します。 

 平素は、県行政とりわけ地域農業の振興にご尽力、ご協力をいただいておりますこと、厚く御礼申し上げます。 

  さて、農業を取り巻く環境は担い手の不足、耕作放棄地の増加、農産物では国内だけでなく海外とも競争が激

しくなるなど厳しい状況にあります。 
 こうした中、少し和歌山県の農業の担い手の現状について知っていただきたいと思うのです。本県の基幹的農
業従事者数は平成２２年に３６，１２１人であり、１０年前に比べて１３％、２０年前に比べて２１％減少して
います。また、６０歳以上の方が６９％を占めている状況にあるということです。現在は、さらに高齢化や担い
手の減少が進んでいると考えられ、特に当地方のような果樹産地において大きな課題となってきています。 

 今後、これらの課題を解決するためには、他にない個性を持った産地づくりや生産基盤づくりを行い、農家所

得の向上いわゆる儲かる農業を図っていく必要があります。 

 このため、県では、市町やJAなど関係機関と一体となって多様な担い手の確保と育成、新品種や新技術の導入

など高品質生産への取り組み支援、意欲のある担い手への農地の集積推進など積極的に取り組んで参りたいと考

えています。 

  最後に、今後とも変わらぬご支援とご協力を賜りますようよろしくお願いします。 

                                                         

                                    農業水産振興課 課長 竹中一誠 



補助事業について 

■果樹・野菜に関する補助事業 

①果樹経営支援対策事業、果樹未収益期間支援事業（国庫補助） 
優良品種への改植・高接ぎ、小規模土地基盤整備、改植等による未収益期間補助などが対象です。 

 
②果樹産地競争力強化総合支援事業（県単独補助） 
ＪＡが策定する産地強化計画に基づき総合的に支援します。 

国庫補助の対象とならない県オリジナル品種への改植、小規模土地基盤整備などが対象です。 
 

③野菜・花き産地総合支援対策事業（県単独補助） 
ＪＡが策定する産地構造計画に基づき総合的に支援します。 
省エネ、高品質、省力・低コスト、流通、複合経営産地育成の各対策に係る機械・施設整備などが対象です。

①農地中間管理事業 

振興局と市町とJAが連携し、和歌山県農業公社を介して規模縮小農家等から農地を借り受け、担い手農家や

新規就農者等へ農地の集積を進めています。 
一定の要件を満たせば協力金などの支援が受けられます。 
 
②和歌山版果樹産地農地活用総合支援事業（農地対策） 

果樹産地の維持と耕作放棄地の発生防止を図るため、６年間以上の利用権設定を行った場合に施肥等の生産

活動に対する経費の一部を支援します。 
 
③耕作放棄地再生利用対策（貸借等により耕作放棄地を再生利用する活動への支援） 
耕作放棄地となった農地を貸借等で引き受けて長期間にわたって耕作する場合に、その農地の再生作業を支
援します。 

※ 詳しくはＪＡありだ各営農センター、有田振興局農業水産振興課又はＪＡありだへご相談下  
  さい。 

※ 詳しくは各市町農業委員会（農業関係担当課）、有田振興局農業水産振興課へご相談下さい。 

農薬の適正使用について 

 これから本格的な防除のシーズンを迎えます。近年、河川への農薬流出事故が問題となっています。
農薬をご使用の際には、以下のことに充分注意して下さい。       

①農薬の使用方法及び注意事項の説明書をよく読んで使用して下さい。 

②使用基準をよく守って下さい。 

③人畜・魚介類など周辺環境に十分注意して下さい。 

 （特に住宅地と隣接する農地については、農薬の飛散防止に努めるなど、十分に配慮してくだ 

  さい） 

④品質保持・危害防止・火気などの事故防止のため適正な保管管理をして下さい。 

 （特に毒物・劇物は鍵のかかるところで責任を持って保管して下さい） 

⑤農薬の空容器などは、処理を専門に行っている業者（許可のある産業廃棄物業者）に依頼して 

 処分して下さい。 

■遊休農地等防止に関する補助事業 



（狩猟免許を有しない者、当講習を受講していない者が捕獲を行うと１年以下の懲役又は百万円以下の罰金が科せられます） 

狩猟免許試験のお知らせ 

アライグマの安全防除講習会のお知らせ 

 1 日 時 平成28年7月1日（金）13:30～15:30 （13:00から受付） 

 2 場 所 有田振興局  3階大会議室 

  3 内 容 （1）捕獲に関する基礎知識（法律・生態） 

      （2）わなの設置方法及び捕獲物の処理方法 

 4 講習料 無 料  ※ 講習修了者にはアライグマ安全防除講習受講証書を交付します。 

  5 申  込  郵便はがきに住所、氏名、電話番号をご記入のうえ、下記まで申込願います。 

  〒 643-0004 

   有田郡湯浅町湯浅2355－1 有田振興局 農業水産振興課「アライグマ講習 係」 

  （FAXで申し込む場合は住所、氏名、電話番号を記入のうえ 0737－64－1274 まで） 

 6 締切り  6月24日（金）〔当日消印有効〕 

  7 その他  受講日当日は筆記用具、印鑑をご持参ください。 

イノシシやニホンジカなどの野生鳥獣を捕獲する場合、狩猟免許を取得する必要があります。 

■狩猟免許試験日程・試験科目のご案内  

 狩猟免許の取得には下記の日程で行われる試験に合格する必要があります。 

 また、試験の申し込みは、住所地を管轄する振興局農業水産振興課にお申し込み下さい。 

■狩猟者（初心者）講習会のご案内  

 狩猟試験に際し、和歌山県猟友会主催の講習会が、下記の日程で開催されます。 

 受講希望者は住所地を管轄する振興局農業水産振興課内、猟友会有田支部事務局にお申込み下さい。 

 有田地域において、アライグマによる農作物や人への被害が増加しています。 

 アライグマは本来の生息地以外の生物として、在来生物の生態系、農林水産業、人の生命等に被害を及

ぼすことが懸念されることから、法律により飼養、輸入、譲渡、放獣が禁止されています。 

 アライグマは、特定外来生物法に基づき、狩猟免許を持っていなくても、この安全防除講習を受講する

ことで、捕獲を行うことができます。 

※ 詳しくは、有田振興局農業水産振興課へご相談下さい。 

※なお、免許試験及び講習会の日程は変更される場合がありますので、有田振興局農業水産振興課へお問
い合わせください。 

県民文化会館、上富田文化会館、東牟婁振興局

会　　場

和歌山ビッグ愛、上富田文化会館

７月１７日(日)正午

８月２８日(日)正午

開 催 日 時

上富田文化会館

７月１２・ １３日　９：３０～１６：００

７月　９・　１０日  ９：００～１６：００

和歌山市小松原通り1-1

所　在　地

８月２０・ ２１日  ９：００～１６：００

上富田文化会館 上富田町朝来758-1

８月２３・ ２４日  ９：３０～１６：００

県民文化会館

上富田町朝来758-1

新宮市緑ヶ丘2-4-8

和歌山市手平2丁目1-2

７月　２・　 ３日　９：３０～１６：００

会　場　名

東牟婁振興局

和歌山ビッグ愛

開 催 日 時

　(1) 適性試験： 視力、聴力及び運動能力

　(2) 技能試験： 鳥獣の判別及び猟具の取扱い

　(3) 知識試験： 鳥獣の保護及び狩猟に関する法令、猟具、鳥獣並びに鳥獣の

　 保護管理に関する知識について、択一式の筆記試験

試  験  科  目



＜ 主 な 業 務 ＞ 

○総務・振興グループ 
   ・各種補助金事業の推進や各種登録・申請、水産業の振興に関する業務を行います。 
    主な業務：鳥獣害対策や果樹・野菜・花き・水稲等に関する補助事業の推進、 
         農薬及び肥料販売に関する登録・申請、各農業制度資金の啓発・相談 
        水産業協同組合の指導及び栽培漁業・資源管理の推進・指導 等 
○普及グループ 
  ・農作物の栽培指導及び振興や担い手の育成業務を行います。 

   主な業務：果樹・野菜・花き・水稲等の栽培指導及び振興、環境保全型農業の推進・指導、 

        農業士・生活研究グループ・４Ｈクラブ等の農業団体の活動支援 等 
 

農業関係団体の表彰 

女性・高齢者グループの生活・生産に関する表彰 農林水産部長表彰 

 広川町生活研究グループ連絡協議会 加工部 

 （代表者：山本美智和 氏）      

＜活動の紹介＞ 

 同グループは、塩分控えめ、広川町産の米で手作りした「稲むら

みそ」を製造し、町の特産品として町観光案内所等で販売していま

す。また、この味噌は町内の学校給食にも使用されています。さら

に、町内産の果実を使った「稲むらジャム」を試行錯誤の末に商品

化するなど、新たな特産品の開発に取り組んでいます。このような

活動が評価され、農林水産部長賞を受賞しました。 

平成28年度 農業水産振興課体制 

＜ 農業関連団体の担当 ＞ 

農業士会 ４Ｈクラブ 生活研究グループ

広　 　域 橋本　博史 池田　晴佳

有 田 市 前田　起男 前田　起男

湯 浅 町 池田　晴佳 池田　晴佳

広 川 町 橋本　博史 橋本　博史

有田川町 大山　智史 大山　智史

花田　裕美

課　 長

主任（GL） 大橋　真人

主　 任 花田　裕美

主　 任 橋本　博史

主　 査 前田　起男

主　 査 大山　智史

技 　師 池田　晴佳

技 　師

技 　師

竹中　一誠

主任（GL）

主　 任

主　 査

主　 査

技 　師江川　明日香

西條　大輔

岩倉　拓哉

総務・振興グループ 普及グループ

森本　哲矢 技 　師

鳥居　洋木

福居　雅章

島村　亨

播磨　裕美子

※組織改正により、体制が変わりました！（平成２８年４月１日～） 

（新）                   （旧）    
 有田振興局 農林水産振興部 農業水産振興課  有田振興局 地域振興部 農業振興課   


